
資料「2020 年 美の起原展」受賞作品 

応募数：387作品（内2作品応募・73名）314名の応募・入選31作品（30名） 

 

大賞 受賞作品 清水潤二「宿雨の思想」 

   

準大賞 受賞作品 yutaokuda「Kirin」    特別賞 受賞作品 池上武男「時空の接点」               

                             

奨励賞 受賞作品 石松チ明「ふしだら」   奨励賞 受賞作品 藤原秀之「グレーの記憶No,13」 

                 

奨励賞 受賞作品 板倉冴「蒼炎の種」    奨励賞 受賞作品 政井亜子「心づく」 

                

奨励賞 受賞作品 張巧君「Inside」      奨励賞 受賞作品 相良もこ「存在するもの」 

                 

 

 

資料「美の起原」の起原 
ダーウィングループが2013年夏、銀座8丁目に画廊を設立した際にこの画廊がまさにアートや美の出発点にな
るという想いを込めて、科学者チャールズ・ダーウィンの名著「種の起原」 "On the Origin of Species"を借用
し「美の起原」と名付けました。 


